
別紙様式２
（文書番号）
令和　　年　　日


　　　　金融庁長官　　氏　　名　　殿


　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　


金融庁後援（協賛等）の名義継続使用の承認申請について

　金融庁後援（協賛等）の名義継続使用の承認を受けたいので、下記及び関係書類を添えて申請します。

記


１　後援等名義の対象となる行事等の概要
２　後援等名義の継続使用期間及び行事等のスケジュール
　３　金融庁後援等名義に関する規則に定める基準を順守するための態勢


以上



令和　　年　　日


　　　　金融庁長官　　氏　　名　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　


誓　約　書

　申請者は、金融庁後援等名義の継続使用にあたり、下記の金融庁後援等名義に関する規則に定める基準を順守することを誓約します。

記

１　行事等の目的が金融庁所管行政の推進又は普及、啓蒙に積極的に寄与するものと認められるもの。
２　行事等の内容が一般国民の生活又は教養の向上に資するものであること。
３　行事等の内容が営利を目的とせず、かつ特定の団体等の宣伝に利用されるおそれがないもの。
４　行事等の規模が広範囲にわたるもの（従って一市町村等の限定された地域のものについては、原則として承認されない。）。
５　行事等の登壇者や発言者等が２人以上いる場合、主催者において、その性別に偏りがないよう努められているものであること。
６　参加費、セミナー代金、入場料、チケット代、スポンサー費用、協賛金その他の名称の如何を問わず、主催者又は共催者以外の者からの収入がないこと。
７　表彰その他の名称の如何を問わず、個人や事業者・団体等に対し表彰を行わないこと。
８　参加資格を設けないこと（インターネット上で一般に公開される場合を除く）。
以上

【別紙様式２　留意事項】※本留意事項ペーパーは申請書への添付は不要

１．記入要領
（１）「文書番号」は、主催者（共催者がある場合には、主催者又は共催者とする。以下同じ。）において文書番号を付して文書管理を行っている起案番号等を記入すること。
（２）「後援等名義の対象となる行事等の概要」は、金融庁後援等名義を必要とする理由が、行事等の概要との関連からわかるように記入すること。
　（３）「後援等名義の継続使用期間及び行事等のスケジュール」のうち「継続使用期間」は、主催者の事業年度単位であり、１年を超えない範囲内の期間とし、「行事等のスケジュール」は、後援等名義の継続使用期間における後援等名義の対象となる行事等の予定数を記入すること。
（４）「金融庁後援等名義に関する規則に定める基準を順守するための態勢」は、各行事等へ金融庁後援等名義を使用するにあたっての主催者の責任者及び審査体制のほか、審査基準、審査手順や実施マニュアル等の整備状況を記入すること。

２．添付すべき書類
（１）後援等名義の対象となる行事等のスケジュールの詳細
※　申請日時点における後援等名義を予定している各行事等のイベント名、主催者（共催者を含む）及び概要がわかるもの
（２）対象となる行事等が営利性のないことを疎明できる事項
※　例：対象となる行事等が無償であることがわかるものなど
（３）申請者における審査体制図、審査基準、審査手順、実施マニュアル等
　※　申請者において、対象となる行事等が、金融庁後援等名義に関する規則に定める基準を満たすことを確認するための体制や確認手順がわかるもの

